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2
叩
円
決
以
降
の
十
』
問
は
、
税
実
的
正
副
立
の
よ
い
理
の
い
制
別
対
象
な
め
ぐ
る
一
論
点
二
コ
い
て
の
判
断
が
借
入
卓
ね
ら
れ
た
っ
ま

九
六
川
午
の
れ
日

2
2ロ
寸
「
己
E
E
E
に
お
い
て
法
担
げ
か
川
事
名
げ
ん
高
設
相
に
も
泣
則
さ
れ
る
、
｝
と
や
か
切
ら
わ
に

5
れ
、
パ
公
峨

-r ヌ
の
税
制
ι
拾
っ
為
に
問
ず
る
真
実
の
名
山
三
役
回
目
的
十
五
現
は
仙
w
f
2
4

同
闘
の
J
A
F

〉主

名
、
の
似
防
汁
か
攻
、
あ
る
日
」
7
F

｝

古
た
め
わ
犯
罪
の
被
中
川
ヌ
家
N
V
A

が
起
こ
し
た
ブ
ソ
ィ
ハ
ン

で
あ
る
九
ハ
七
年
の

J
J
5
F
T
F
〈

は
、
託
行
原
F

一円
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が
公
的
人
物
に
凶
引
」

3
0か
こ
う
か
に
は
疑
問
が
ゐ
コ
た
じ
も
か
か
わ
ら
ず

J
い
在
の
地
別
式
訟
の

公
的
関
心
事
に
つ
い
γ
一

が
も
ん
川
上
心
川
川
中
戸
に
は
羽
実
的
思
ム
一
の
一
」
川
町
が
必
安
C
占
め
る
と

山川小牛円
γ

山
小
山
人
で
な
く
て
も
公
的
論
点
に
引
す
る
同
湿
な
ら
ば
、
ず
な

心情
M

型
に
は
現
実
的
叫
意
の
ふ
ト
い
什
h
h
v

適
用
さ
れ
う
よ
巳
二
と
か
－
小
伐
さ
れ
コ
の
と
あ
る
n

続
い
亡
、
同
じ
く
九
六
仁
カ
ー
に
体
制
に
下
さ
れ
九
二
U
2
2
2
r一5
7
2
n
F
A
C
♂

F
2
7お
よ
ひ

hfzC2己主一

3
2
U
可
詞
ζ

＝
戸
吋

わ
ム

立
ー
へ
一
／
ノ
公
主
ー

現
実
訂
正
意
。
一
法
到
の
汁
象
が
八
ム

rd人
物
に
主

問
者
は
民
肢
T

－
A
仲
で
島
司
令
川
川
体
育
協
会
に
一
一
泊
さ
れ
と
い
た

ジ

f
l
、
ン
ノ
大
字
体
育
問
且
討
で
享
名
宝
冗
ブ
プ
ラ
ヘ
ボ
！
ル
部
一
］

l
子
、
役
者
は
段
治
活
却
に
間
同

j
L
こ
い
た
退
役
円
空
軍
将
校
が
原
告
Lf

事
業
の
処
理
に
民
L
C
は
意
見
が
止
す
か
れ
た
も
む
の

山
手
竹
刀
原
持
は

で
の
立
わ
ん
仰
を
は
鋭
的
に
み
て
公
的
人
物
と
じ
て

i
lお

3

F

一

ユ
；
ヲ
7

特
徴
づ
け
ら
れ
う
る
と

持
者
は
他
T

入
山
？
と
の
試
合
ξ
不

い
た
と
す
る
つ
ど
伊
乞
め
く
る
引
件
で
あ
ぺ
従
者
ば

ミ
、
ン
ン
ッ
ピ
大
手
術
内
で
の
条
凶
暴
動
に
悶
ず
る
報
近
を
め
戸
、
る
お
竹
之
占
め
る

v

双
方
と
も
公
衆
が
（
？
守
！
で
憲
民
な
関
心
J
V
℃
持
つ
問
題

で
あ
る
と
見
う
る
二
、
と
か
っ
、
公
人
／
公
事

F
T
2
5ユ戸へゆ一二《

d

で
は
、
一
人
心
裁
判
吉
が
相
対
多
数

E
見
r
r
u
J
I
1

間
以
品
川
が
狼
和
、
文
書
を
頒
布
1

〆
た
容
疑
な

t
t
述
婦
さ
れ
、

に
よ
存
当
一
「
る
と
ヤ
パ
ょ
う
、
さ
ら
に
、

九
七
午
の
一
ん
C
E
L
L
c
cヨ
〈
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げ山ヲポ叶品伐に也市非ヲ
LLS
つ
に
無
名
の
い
い
一
氏
で
も
、

保
宿
駅
出
版
物
心
規
制
問
湿
し
し
レ
う
公
的
湾
心
事
に
尚
氏
三

む
よ
し
迎
の
適
用
を
認
め
ど

J

広
人
／
ιムポ

？
如
、
型

t
め
る
本
件
に
お
い
こ
、
同
伝
理
（
り
山
活
用
で
吊
申
r
h

な
の
は
同
相
川
む
地
位
で
は
な

ι 
日川

く
も
一
品
市
、
が
公
共
の
利
去
に
保
す
る
か
否
か
で
忘
る
と
し
た
む
で
込
る

一
九
じ
同
年
り

t
q
Z
N
4
F
v
r
s
S
4
c
F
v
p
u
は、

F
〉

m
E
Z
c
c目
判
決
の
相
対
各
校
荒
川
凡
で
反
主
的
悪
五
、
り
い
日
坦
の

へ
い
わ
ゆ
る
ー
公
的
民
心
事
C
T
ス
入
＼

C

J
n
J
 

、f
，一
d

f

引
か
ど
己
批
大
、
L
i
r
－
公
的
関
心
事
口
一
三
人
ト
」
を
ボ
門
広
し
、
犯
人
／
公
事
」

の
潟
型
て
は
政
主
的
…

t
立
の
佐
川
口
は
必
川
治
さ
れ
な
い
こ

ち
／ 

た
ぶ
件
は
、
広
く
訪
問
、
と
な
っ
た
／
カ
ゴ
の
首
長
土
日
に
一
o

，FQ
殺
人
事
什
で
、
あ
る
符
度
札
ル
有
名
な
弁
護
？
l

亡
命
ぺ
誌
が
け
内
小
で

文
追
放
の
代
目

一k
y
つ
、
出
作
が
松
1
1
で
札
刊
さ
の
比
八
淳
子
義
者
と
怯
む
間
体
の
は
バ
一
一
戸
／
ヨ

3
2
M
（）℃ベコ
C
ロ
山
決
め

い
れ
い
付
ら
れ
た
い
ど
か
っ
名
，
令
投
開
制
の
訴
え
を
起
こ
し
す
八
ー
と
の
仁
す
め
る
」
反
日
裁
判
所
は
、
事
件
い
の
い
安
な
論
守
は
「
公
職
有
ミ
ー
も
公
的

人
物
C
も
な
い
恥
人
一
』
に
均
一
「
る
々
引
け
ん
〕
叫
は
い
対
的
一
三
品
に
刈
し
、
憲
法
上
の
免
責
特
権
を
王
張
亡
さ
る
か
、
す
な
わ
ち
づ
E
3
斗
決
の

法
4
ハ
h
M
寸
叫
パ
の
ら
れ
る
か
こ
う
刀
で
あ
る
と
し
一
コ
公
人
は
、

社
会
の
山
円
未
手
で
杭
山
山
間
一
告
な
役
ま
を
引
き
父
け
八
ム
μ
川
市
予
の
？
以
前
線
に

自
ら
を
投
げ
入
れ
に
投
に
白
ら
に
m
渇
す
る
名
営
政
山
古
苧J

－MM
川
仰
の
俣
市
γ
什、

す
な
わ
ち
批
判
崎
戸
散
の
階
大
L
h
J
リ
ス
ク
に
対
L
C
P一
発
的

に
身
を
さ
ら
？
L

い
う
一
危
険
負
担
）
古
し
て
レ
る
し
、
点
、
J
た
一
口
設
に

右
し
て
い
λ
恥
か
ら
、
戸
市
に

マ
ス
メ
一
ナ
ノ
ペ

γ
に
ア
ク
h
y

人
ず
る
能
心
を

一均｝

と
い
う
川
県
引
が
妥
当
［
、

H
5
2
引
い
伐
の
伝
庄
が
、
山
川
き
れ
る
υ

こ
れ
に

私
人
ん
じ
、
公
叫
帆
乞
引
き
交
付
ヲ
た
こ
と
も
各
V
J
Y
凶
水
道
す
る
利
益
吉
投
ιヱ
［
た
－
」
と
も
な
い
し
、
一
色
人
よ
り
も
侵
半
口
L

勾
つ
き
や
寸
く
九

誉
J

ピ
似
一
一
す
る
安
詰
が
い
強
い
か
ら

、円

E
2
判
決
心
」
広
聞
は
出
則
さ
れ
ず

四
ハ
は
る
廿
対
準
日
戸
必
安
と

叫
に
っ
て
、
原

E
が
私
人

心
場
台
、
F
Y
P
討
に
対
し
て
山
町
ム
ー
な
実
質
的
危
中
ハ
と
な
る
よ
う
な
μ
y
p
常
一
丸
山
間
的
一
川
両
同
は
、

件
ば
24過
失
責
任

（
］

E
E目
見
可

JFJzrcrz

hz一
立
を
認
さ
な
レ
限
わ
ノ
尚
一
一
切
な
責
任
基
刊
pf
規
定
、

Z
Jる
L
Y

コ
モ
〆
・
口
ー
の
版
科
亥
伴
寸
一
七
羽
午
ペ
ィ
ピ
色
一
わ
「
と
け
宮
尚
効
γ
八

か
大
き
い
た
め
「
私
人
／
公
事
」

の士山
jh
止
に
つ
U

て
は
「
抗
γ人
（

F
戸｝一こ

の
リ
斗
仙
を
摂
す
る
。
過
失
支
粁
が
私
人
仁
関
す
る
名
誉
政
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川砕い話的
f
h
宝
口
貼
協
は
現
実
的
r
H
P
4
E

心一
υ
止
が
免
司
令
口
三
円
に
山
れ
ら
れ
、
そ
の
げ
一
副
が
な

い
場
ん
に
は
民
実
の
転
出
に
対
す
る
賠
備
の
み
を
命
じ
う
る
と
判
桁
L
h
h

貯
J
E
M
Z
0
2
5
判
決
心
柄
ヤ

4

多
数
長
兄
に

I
〉
て
不
大
れ

訟
の
頁
汗
原
則
に
な
っ
に
の
で
あ
る
乙
た
ど
し
、

ス
一
公
的
成
七
事
心
一
ア
ス
？
内
一
に
つ
い
て
は
、
名
営
む
保
護
を
谷
誌
で
き
な
い
粍
皮
に
ま
C
制
限
し
、
酒
別
事
川
内
ご
と
に
公
的
成
七
事

に
該
当
す
る
か
1
ぐ
っ
か
宮
山
政
判
｛
れ
に
強
い
る
T

／
～
い
う
ふ
分
以
議
問
を
引
き
起
こ
す
か
、
て
が
用
で
さ
ん
也
い
と

こ
号
し
て
亡
。
片
付
N

判
仇
以
限
、
出
陣
巴
が
公
人
目
ω

弘
人
L
P
J
P
ム
区
別
す
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
中
丸
山
芯
つ

一ココ

F
［々
だ

Jr

一ー」】々
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c
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一
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複
ム
円

ア

ス

3 

詑）

一
九
八
台
平
の
ご
5
pヰ
出
言
内
7
5
2
F完
ぺ
（
吉
、
2
2
2広間二ニ
L
n
v
p
H
u
n

は
、
右
対
多
数
意
じ
～
で
あ
ゐ
も
り
の
、

山山

中
下
ハ
U

フ
λ
k

一
公
的
潟
、
U

を
1
1
1

可
一
年
ー
ぶ
り
に
呼
人
し
に
。
名
、
ヘ
【
投
門
店
前
衣
現
仁
明
…
L
f
L
被
昌
子
門
朽
の
凶

frで
は
な
く
表
収
均
一
人
件
が
円
滑
川
）
で
J

か
な
令
と
し

う仲北川い
J

古
町

J

製
し
た
の
で
お
る
c

半
汁
は
、
建
次
業
者
の
内
什
己
政
産
と
い
二
つ
虚
偽
情
報
hvu活
用
ぷ
ん
日
ム
山
川
引
が
と
人
の
契
約
者

た
こ
と
己
ノ
ハ
吉
足
以
一
私
大
れ
た
2
し
こ
建
設
来
苔
が
パ

1
モ
ン
L

州
の
裁
判
所
に
提
Jr
付
し
た
事
付
で
め
る
わ

放
呈
一
一
訴
を
受
理
し
た
注

邦
最
高
裁
判
所
に
お
け
る
一
人
C
以
判
克
己
よ
る
相
対
多
数
窓
凡
は
、

ま
ず
＋
叶
心
弘
一
叫
出
、
ー
ぐ
し
て

ー
；
？
と
j

p
G
F
／
み
九
千

の
組
主
に
お
け
る

公
的
川
内
心
中
に
か
か
わ
ら
之
い
庶
胤
ぬ
か
コ
乞
埠
設
説
的
一
↓
市
古
川
山
以
田
川
さ
れ
る
か
と
っ
か

と
持
拘
し
た

ご
2
ロ
ル
ー
ル
が

（U
2訂
パ

i
ル
は
八
ム
人
い
わ

d

起
こ
し
た
丈
斉
グ
一

F

骨
投
開
叩
訴
訟
に
お
り
る
修
と
第
条
心
保
蒸
し
仁
川
刊
の
利
八
川

〔
ゑ
リ
ザ
ロ
保
ヴ
品
目

J

の
調
整
f
ご
あ
る

と
位
出
づ
日
た
う
え
で
、
私
人
は
々
h
v
J
民
間
的
一
円
九
士
山
の
月
険
に
肉
、
つ
巡
～
で
は

JEA
り
し
て
お
ら
ず
、
批
判
的
一
三
円
前
に
反
論
す
る
機
余

に
も
恵
ま
れ
一
に
い
な
い
か
っ
、

州
に
は

ι人
の
h
h，
貨
を
保
護
ず
r日
強
い
迷
！
ヨ
一
か
あ
る
y
しし、

私
的
関
心
事
に
悶

γ
る
一
弘
一
岬
に
は
議
庁
、
上
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の
深
一
夜
が
よ
ち
少
な
く
、
一
怜
正
第
一
条
の
保
護
の
核
4

と
述
べ

木
川
け
の
政
監
J
付

は
八
ム
品
市
山
町
内
心
事
に
つ
レ
に

h

－人ハ
V

川
人
約
者
に
限
定
さ
れ

似
に
は
漏
ら
ぎ
な
い
こ
と
が
契
約
に
よ
っ
て
む
め
ら
れ
て
い
と
こ
と
か
ら
、
公
的
関
山
平
に
は

ι 
日川

（守口
N

ル
1
ル
の
、
一
込
山
川
以
な
い
、

と
判
断
し
た
リ
公
的
以
一
一
主
で
は
州
市
い
一
川
ん
一
慢
に
ロ
法
的
一
山
地
山
が
引
い
と
い
う
け
見
地
か
ら
、

ー
攻
雫
ん
的
悪
玄

A
K）
 

お
よ
ひ
総

i

目
的
似
し
1
一
寸
法
官
を
認
め
る
こ
と
は
彬

ι第
一
条
に
注
反
し
な
い
」
と
い

ー
タ
ミ
ヌ
同
情
的
九
四
一
品
川
が
公
的
関
心
事
に
か
か
わ
ら
な
い
結
合

（U
t
V
T
r
J
Y
欠
く
か
h

r

ハ
一
口
致
問
問
、
訴
訟
内
お
い
て
推
定
的

（U
2
E
判
決
の
よ
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と

1

私
人

／
公
平

の
熱
型
で
も
耳
山
一
ん
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mm立
の
法
則
正
は
通
い
相
さ
れ
な
L
こ
と
が
俄
認
さ
れ
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で
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心
類
川
だ
け
で
K
M
P
＼

「
私
人
ノ
ノ
私
明

{o 

こ
の
相
対
多
数
百
見
ば

公
人
／
私
人
心
子
ス
ト
と
、
山
町
田
の
与
党
が
公
的
関
心
市
川
ず
や

荻
村
什
が
公
人
か
有
人
か
を
判
断
す
る

ん
円
か
を
汀
断
1
る
「
公
的
関
心
事
の
ア
ス
卜
」
中
組
み
合
わ
t
た
「
俊
弘
口
一
ア
ス
ト
を
一
小
し
た
引
が
、
正
月
予
れ
る
の

は
、
ー
弘
ヘ
〆
公
事
」
の
杓
ハ
刑
γ

で
あ
Q
U

本
件
は
、
杯
飲
食

万

九
八
六
午
の
円
v
E
T
L
C］【
v
r
z

】
門
戸

r

d

物
版
売
店
T
1
1
ン
持
述
会
引
の
も
王
守
株
＋
と
よ
め
る
似
技
1

が
判
h
u
紙
犯
mブ
〈
川
崎
門
戸
仰
が
あ
γ
Q
w
t
z
ゲ
一
利
用
L
E州
政
府
日
ζ

ひ
ら

占
寸

υ
U
r近
、
：
ヨ
乙
L

ャーしし4
1
5
川M
L
P
9
J
rヲ？
k

司

F
V
1
3
2
J
I
J

二

、

＝
五
一
工
芸
円
単
古
川
口
1
；
J

、グ

レ
パ
刀
↓
め
る
、

1
L
被什什
M

（
川
発
ノ
付
す
る

、
い
光
行
会
札
ほ
ど

一ゲ↓一作子取
J
J

て
べ
J

V

ル
パ
一
一
ア
バ
の
故
判
明
に
名
、
九
凸
設
記
AJA訟
を
提
起
し
に
も
の
で
た
る

η

裁
口
県
？
に
訴
す
交
近
し
た
述
河
辺
高
裁
問

一
沙
は
、
終

L
治
一
条
に
連
合
す
る
た
め
に
ゴ
モ
ン
ワ
！
ピ
作
的
支
え
う
る
一
一
つ
心
力
と
し
て
、

原
什
じ
が
公
職
者
も
し
く
は
公

的
人
物
子
、

三
z
h
N
T人
日

名
古
設
担
訴
訟
が
「
公

よ
ー
町
民
に
以
二
し
い
る
一
い
請
が
一
心
的
向
山
手
て
あ
る
か
ど
う
日

を
！
や
げ
、

人
／
公
事
」

ω場九円

マ
ス
・
メ
デ
ィ
y
か
ら
羽
生
［
p

活
償
J

ケ
得
る
に
は
コ
モ
〆
コ
ー
よ
り
も
か
ん
仇
り
品
い
条
件
、
す
な
わ
ち
被
け
さ
の

攻
ir－
的
悪
玄
ぃ
三
国
首
戸
、
や
ょ
っ
7
、
民
求
さ
れ
る
が
、
（
）
日
日
判
決
一
り
ょ
う
た
「
私
人
ノ
公
事
」

の
場
合
、
攻
乍
ん
の
悩
さ
に
は
民
実
的
布
3
1

一
す
げ
一
計
十
ノ
る
必
v
一J
は
な
く
、
一
）
F
d
E
ι
z
r
E
2ヰ
2
1判
決
の
よ
う
な
1

私
人
／
私
事
」

の
場
合
は
コ
モ
、
：
ロ
ー
の
が
い
色
の
変
更
す
強

い
る
わ
け
で
は
ヨ
い
と

引払人即日
v
Mマ
お
に
な
り
一
江
市
一
門
容
の
新
聞
記
事
は
公
的
関
心
事
で
あ
る

「
私
人
／
公
事
」

の
煩
刑
に
あ
た

12'. ledごJ"' J、i）・↑つ1η ＇ I：、：62 c引＂－＂



る
本
川
け
で
は
、
点
字
、
性
心
立
一
J
U
責
つ
を
被
パ
口
が
負
旧
日
す
る
と
い
う
肝
偽
ヤ
主
に
応
ず
る
コ
モ
〆

n
l
f
U
J
i
v
l
ル
を
修
正
1
、
な
人
七
る

原
台
が
民
ん
た
や
一
回
役
す
る
に
は
、
被
告
に
迅
牛
ん
が
為
る
三
と
心
人
ほ
ら
ず
、
づ
円
読
が
ト
町
山
偽
で
J

め
る
こ
と
の
！
リ
主
主
任
を
も
負
う
こ
と
を

志
川
い
が
要
求
し
て
い
る
、
と
粁
い
ぶ
し
七

v

本
判
決
は
、
真
中
点
目

C
マ
ぇ
メ
デ
／
ア
心
萎
縮
効
果
主
的
ぐ
と
い
う
さ
工
法

の
現
主
婦
を
み
た
「

ι一め、
虚
偽
竹
内
一
斗
計
責
任
一
昨
於
ヨ
い
か
、
つ
ぽ
古
に
訟
換
さ
せ
た
出
、
に
当
ftが
あ
る
一

な
お
、
公
人
／
私
事

の
煩
型
h

こ
れ
ま
で
の
2
こ
ろ
で
は
段
高
裁
判
所
判
決
ば
見
当
七
ら
な
い

J

こ
の
場
ん
は
品
名
誉
設
相
J

い
う
」
い
ノ
プ
ラ
イ
バ
シ
？
侵
害
、
と

こ
え
ノ
ノ
て
問
主
コ
た
判
例
法
仰
の
兆
五
円
別
枠
祁
み
は
、
お

F
の
通
り
と
あ
る
c

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

ま
ず
、
原
告
古
公
人
か
記
入
か
な
判
断
す
る
「
公
人
私
人
の
ア
ス
ト
」
が
あ
る
勺
ヤ

問
題
の
事
実
が
公
的
関
心
事
か
否
か

テ
ス
ト

を
判
寸
断
J
i
G

一
公
的
丸
心
事
の
テ
ス
ト
」
が
加
わ
る
。
こ
り

に
よ
っ
て
現
実
的
悪
意

つ
の
一
フ
ス
ト

一U
J山
辺
を
適
川
用
ず
る

原
与
が
公
人

三
山
識
者
占
め
る
い
は
公
的
人
物
）

の
場
合
、
日
川
氏
述
が
迎
用
さ
れ
、
川
中
止
汁

は
表
現
者
の
現
実
的

f
意
を
一

y止
L
K占
、
灯
れ
ば
な
ら
主
レ
c

販
店
が
ぷ
人
心
場
合
、

被
芯
に
何
ら
か
の
流
失
な
め
る
浪
り
、

川
は
れ
円
山

に
責
吋
北
川
持
ー
を
決
ど
で
き
る
一
川
一
し
、

こ
の
は
社
台
で
も
仙
小
川
け
に
は
肝
偽
性
心
？
リ
証
が
必
要
と
は
る
－
川
は
被
告
に
現
実
的
感
昔
叫
が
z
の
JJ

た
こ
と
と
刊
引
で
き
た
も
い
限
円
、
反
実
に
被
ヮ
た
訳
書
以
外
の
結
償
jhv
命
じ
る
こ
と
は
で
き
は
い
羽
市
人
的
悪
古
の
些
恩
院
は
、

C
P
2

者
5
4
「
2
5
5
5
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
出
向
河
口
ロ
ロ
ロ
放
判
古
口
は
ー
恐
ら
く
虚
偽
，
で
あ
ろ
う
、
」
と
の
一
両
区
一
心

J
 

裕
之
解
釈
し
た
印
同
ン
E
m
E
4
、H
F
ご口
M
E
v
υ
H

お
い
て
は
、
現
実
的
悪
さ
に
つ
い
て
の
州
（
U
H
K
両
政
判
所
の
解
釈
が
河
川
唱
と
は
り
、

と
極
め
て
、
恥

銅山謀一
rT祉
税

ロリハ
rrr訪
問

」
の
窓
一
体
川
市

d

明
ら
か
に
さ
れ
た

L

す
伝
わ
ち
、
絞
告
が
円
、
り
の
公
表
し
た
と
と
の
宜
（
者
位
二

つ
い
て
豆
大
な
続
問
を
宗
派
に
抱
い
て
い
た
、

し、

るの一
L
J
4
る
f

l

分
z
d
t拠
7

つ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
と
の
一
o

－つな

従
聞
を
も
っ
て
公
衣
ず
る
戸
、
と
が

同
一
（
支
件
ま
た
は
点
一
偽
作
に
対
」
；
る
川
議
な
’
川
慌
を
ボ
ー
ノ

現
主
的
悪
意
を
実
討
す
る

γ
／にいヨ
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る日

と
し
た
c

こ
の
す
一
υ
引
は
、

4
5
F
T《
〈
日
ご
空
v

に
お
w

公
人
／
私
人
の
区
別
川
ノ
一
基
咲

ι 
日川

複
合
テ
ス
ト
を
は
振
に
し
て
も
、

広
告
が
公
人
か
と
う
か
で
伝
識
の
在
民
が
大
き
く
具
店
る
こ
と
か
ら
、

公
L

へ
と
私
人
心
区
別
は
栃

め
と
£
要
で
あ
る
こ
J

は
問
注
い

し
U

原
告
が
公
人
な
ら
ば
、
支
か
い
い
明
苫
ι

反
L
t
的
悪
さ
の
あ
っ
た
こ
と
や
防
相
巴
が
立

tιrる
と
い
う

極
め
て
乏
い
A
H
旧
日
が
認
せ
ら
れ
る

r

こ
れ
に
対
し
、

原
白
が
私
人
な
ら
ば
、
表
現
者
に
品
交
が
あ
っ
た
こ
と
を
J

正
さ
も
屯
す
れ
ば

fy＼

懲
罰
的
問
中
川
路
伎
を
行
ょ
う
と
「
る
と
き
の
み
羽
ん
÷
人
的
悪
玉
宇
一
五
μ
則
す
る
ミ
と
日
’
求
め
ら
れ
て
い
る
に
ず
ぎ
な
い

最
高
裁
川
所
は
、
「
名
氏
〕
投
開
の
原
品
一
円
を
区
別
ず

J

る
三
〆
一
は
悶
叫
が
て
は
な
い
亡
す
る
そ
し
℃
公
人
に
問
、
二
1

1

1

公
職
者
こ
公
的

、
忘
る
、
は
成
功
L
て
名
」
／
稔

人
物
は
、
け
ム
に
m
A
L
q
J

る
名
誉
投
性
的
均
一
偽
一
叫
ん
民
主
の
増
ぶ
L

J

J

リ
ス
ク
を
廿
託
的
に
た
仰
し

せ
た
り
、
為
る
h

は
公
京
の
注
司
令
↑
集
め
よ
う
エ
L
U
J

る
治
政
h
り
や
山
川
川
心
ゆ
え
に
e

分
類
さ
れ
？
に

L々

こ
外
山
ベ

公
職
名
乙
公

的
人
物
は
法
常
、
有
効
な
コ
ミ
ユ
一
ケ
l
シ
ョ
J

刀
経
路
に
か
な
れ
大
き
な
ア
ク
セ
人
能
力
を
ね
ら
、
伝
っ
て
通
常
、
』
恒
偽
の
一
説
乞

日一

打
も
消
リ
リ
現
夫
前
九
ω様
、
会
を
私
へ
よ
り
も
持
っ
て
司
る
と
し
て
い
t

る
c

コ』ヰ
17〈

ぷ
E

へ
吉
田
同
道
す
る
州
の
利
益
は

前
裂
な

'-

--c 
;j;) 
る吋

ノ；1

な

人

-r 
c 

I」
＂ミ

否

社
L 

、
よ
り
惚

午す

と
指
一
前
し
、
一
一
ヘ
ム
験
官
引
き
受
け
υ

九
低
か
っ
た
し
、

1
7
 

之
L
Z
r
b

行
る
う
え
で
打
力
公
役
割
ヌ
も
引
き
三
人
行
な
か
d

h

」
へ
自
身
心
一
角
古
を
保
護
す
る
、
古
」
に
つ
い
て
の
民

U
C
ど
ん
伝
部

分
も
凡
収
支
し
ん
弘
か
っ
た
p

t

従
っ
仁
、
広
人
は
公
刊
刊
芝
れ
や
公
的
人
州
市
下
人
り
も
い
R
L
T
一
に
為
つ
き
や
「
い
だ
け
で
な
く
、
よ

w
権
利

ω回

山

一

札

復
に
慌
す
る
ハ
り
で
あ
る
」
と
述
べ
え
い
る

U

V

J

か
〕
、
公
人
し
）
私
人
の
区
別
に
つ
い
亡
、
『
p
u同
裁
判
所
の
判
断
は
必
ず

γ
示
、
明
唯
で
あ
る
と
は
一
口
い
切
れ
な
い
よ
う
に
J

、υ県
わ
れ

る
ラ
一
叫
蓄
の
区
別
は
精
一
祈
科
山
↓
f
J、
は
い
k

え
な
い
が
、

バ
例
に
お
け
る
パ
タ
ン
は
識
別
で
き
、

公
的
人
物
こ
み

J

れ
る
尽
乙
の
頬
訓
引
を

12'. ledごJ"' J、i）・↑引い 1：、i61 c引＂－＂



f

に

帥
和
一
定
す
る
こ
と
は
右
v
M
で
お
る
と
い
戸
つ
指
摘
も
↓
ぬ
る
一
そ
こ
で
刊
例
乞
分
析
し

は
ど
の
よ
う
立
事
刈
が
あ
る
か
乞
は
こ
い
く

ν

次
に

w

し
ま
ず
公
↓
服
者
y
J
必
か
C
M門出品に

む〕

民
間
人
の
以
告
を
分
類
「
る
と
い
、
っ
き
ら
に
復
雑
ロ
問
題
を
枚
寸
い
す
る
わ

l 

職
者

山
叫
ん

E
C」

公
職
者
に
つ
い
て
は
、
攻
主
的
背
立
の
－
江
市
ド
ム
が
u？
人
さ
れ
l
h

一
円
的
を
踏
ま
え
え
検
討
寸
る
必
安
が
あ
る
〈

と
や
ド
ー
と
読
Z

F

7

λ

ノ－
M
4」

ι

シ
L、

公
的
荷
主
一
J
L
悶
係
が
右
く
出
川
、
作
業
に
汗
早
川
千
ず
る
だ
け
の

f
殺
公
持
幻
を
、

公
戦
者
い
今
め
る
こ
と
は
で
き
な

、d

', 、

門
限
高
裁
判
所
乞
ゐ
九
ハ
同
年
の
」
J
5
4
2
刊
込
山
に
お
い
亡
、
公
聴
者
の
怠
味
が
政
府
小
一
「
級
公
治
飼
い
ま
で
仏
が
る
こ
と
を
決
め

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

氏
迭
の
山
委
員
と
3

二
に
の
池
け
い
か
一
明
暗
に
ふ
ぬ
を
公
較
討
に
し

勺
哨
者
の
続
出
が
ど
こ
ま
で
な
の
》
に
つ
い
て
は
将
来
の
判
断
に
T4F叫ん一
n

一川

一
九
六
立
仔
心
出

331
ぐ
っ
》
｝
］
同
ま
に
お
い
て
刈
検
事

方

匂
山
役
机
ん
が
九
々
い

υ

〕
リ
l
k
、

、i
k
n
v一
戸

T
h
v
r
L
K

し
ー
し
九
当
日
三
一
1
F
1
υ

二

1
F
I
F
z
i
F
ミ
ア
r
J
j
d

p
x
V
5
5河内ニさ
3
2〉

げ山川
V

九
ハ
六
午
の
出

2
5
r一三
7
ロ
【
凶
作
ぺ
に
お
い
ヨ
て
、
そ
の
検
邦
ゐ
町
ら
か
p
い
さ
れ
た

U

門
収
「
同
裁
判
所
は
、

お
よ
び
助
言
尻
市
1

首
長
へ
つ
｝
戸
山
小
町

C
｛

に
叶
一
5
2

一
攻
前
川
に
お
日
る
地
伏
に
以
外
見
ぃ
重
安
主
が
忠
る
炉
ら
、

FJ
べ
て
の
公
職
者
の
也
絡
冷
と
行
為
咋
へ
U
公
衆
わ
関
心
一
ゲ
↓
超
そ
て
、

地
位
に
め
る
E

へ
の
治
格
性
と
行
為
に
公
衆
は
独

fuτ
え
民
心
主
持

と
述
べ
、
公
験
再
を
地
作
に
よ
っ
て
一
的
？
と
特
別
の

つ
に
分

行
、
後
者
に
公
般
の
一
r中
ー
な
民
心
が
染
ま
る
こ
と
や
不
院
し
ー
た
へ

政
財
日
新
は
、

口
出
ば
－
日
弘
一
勺
へ
D

い
て
京
法
的
に
り
4
F
止
さ
わ
る
m
t

域
り
ま
さ
に
中
μ
い
で
あ
る
r

政
府
門
j
J
W
H
判
別
に
責
任
吉
持
つ
人
に
い
川
ず
る
羽
川
は
政
中
批
判
白
体
日
仇
立
宮
、
れ
な
い
よ
う
に
白
止
下
位

け
れ
は
ほ
ら
な
い
」

2
し
に
う
え
で
、

「
『
公
職
者
”

心可、川柏崎刷、

政
府
心
事
務
付
九
に
つ
い
て
吋
一
ヲ
山
折
、
も
し
く
は
い
%
質
的
支
日
い
い
な
ね
っ
一

て
い
る
、
ま
た
は
公
衆
に
は
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
卜
殺
政
府
破
口
L

属
す
る
主
に

あ
る
〉
一

て
は
ま
る
一
一
乙
は
明
ら
か
て

た
の
で
あ
る
さ
ら
円

祁
の
一
hr九
円
い
ー
ら
が
庭
山
川
：
ん
J

」
邦
公
共
、
レ
ク
j
i
E

－
ン
ロ
ン

の
世
督
責
わ
れ
話
が

りての
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公
職
者
に
玖
LM」
ず
る
、
一
と
を
一
ボ
賎
し
、
公
戦
者
に
巾
1
て
は
忘
る
か
ど
う
か
宥
挫
す
る
よ
う
二

J
l
ハ
〆
ブ
シ

4
1川
最
高
成
判
川
に
芸

に
お
い
て
公
選
心
部
及
判
所
帯
疋
守
一

ι 
日川

九ーハ
t
L
u
h
j
m
v

口
2
E
3
7
4者
三
百
七

2
1
円
2
℃
ぐ
戸

一
九
ー
ハ
一
八
乙
C
日
戸
、
百
戸
山
口
二
、

5
2
3
3
cは
叫
仰
は
対
行
内
日
代
思

h
j
心、門戸内阿見守円口内ぐ

し
反
し
た
一
）

一「

CMF2

一《一句℃
E
F
M
j

」

H
v
p
官
で
は
筈
察
の
州
川
市
計
部
豆
、
（
（
（
一
作
用

vd「
見
出
刊
戸
ド
州
市
町
一

A
ι
勾
同
州
立
J
C
A
F叶
命
的
）

p
p
F
∞E
E
S
R
C
：F
E
Eロ
で
は
、
市
兵
F

、
品
、

し
LVJ勺
／
、

人、 1～－
o－－、
職～
者三 F
」戸
」司

と；L

可： i
宥ノレ
「て刀3
イ！ごょ！；：；

,_c，用
ザ コミ

竺 ~1
k』

ζ〉

一
丸
ヒ
同
年
の
ご
ミ
ロ
判
決
に
お
い
亡
は
「
公
取
引
7

一
符
ょ
う
と
す
る
人
は
、
公
的
問
問
に
関
わ
り
あ
え
ノ
一
に
の
必
然
的
な
対
立
川
乞

受
け
入
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い

：
公
而
伐
の
問
む
は
『
八
ム
祉
制
犬
山
一
職
務
の
適
終
性
に
関
係
す
る
か
も
L
れ
な
い
は
に

州
大
、
｝

公
絞
首
の
川
旧
人
的
な
凶
作
の
叫
ー
で
、

T
h

誠
実
ヘ
＼
ぶ
止
行
為
、
γ
れ
泊
り
な
政
機
以
上
に
職
務
の
け
阿
耕
一
性
ピ
留
装
に
関
係
7
r
，G
J徳一

の
は
ほ
と
3

～
ど
な
い
1

ζ

、
t
2
2
5
2
1一
決
を
引
用
L
は
が
ら
、
公
識
者
の
窓
茶
に
つ
い
ザ
｛
三
J

及
し
ζ

い
Q
U

一ど）

一
九
じ
九
年
の
日
】
三
5
2
5〈

H
J
c
g己
完
て
は
、
行
訟
に
吟
ず
る
凶
叫
ん
ん
か
｝
ず
る
科
学
者
亡
、
州

v
精
祥
一
片
山
り
研
究
責

)j 

任
者
全
務
先
非
常
勤
の
大
学
救
授
で
も
あ
て
J

者
か
公
人
に
寸
n
h
w
ー
す
る
か
ど
一
〕
か
が
下
わ
が

γ

（
本
件
は

、ン吋ん、
J

川一心八子、以初日

Z
J
5
7
J
5
5
の
研
究
に
述
河
以
内
リ
心
機
民
な
ど
が
川
市
政
主
一
千
山
し
た
こ
と
に
つ
レ
て
工
勾
議
員

pcxudH
コv

勺川

公
安
批
以
泣
レ
t
員、一

を
う
え
て
批
判
L
と
ご
と
に
対
し
、
｛

E
E
t
M
S
M
が
名
目
一
「
設
お
副
訟
乞
提
住
し
た
も
の
で
あ
る
υ

下
級
者
段
帯
で
は
、
原
告
は
一
ヘ
ム
費

補
助
へ
の
批
司
「
い
う
限
定
的
目
的
に
と
っ
て
公
的
人
物
に
該
当
す
る
と
判
断
し
て
い
す
に
ー

校
高
裁
判
所
は

八
人
む
裁
判

し
か
し

｛
れ
に
よ
る
出
廷
立
見
に
白
日
い
て
、
と
れ
を
内
定
し
た
c
Z
5
P
F
E
m
cロ
U
U

「
伎
の
ャ
ー
に
影
響
を
及
ば
す
え
め
公
的
論
争
に
円
、
り
乞
、
あ

る
い
は
円
：
の
見
解
ヤ
投
げ
込
ま
は
か
コ

と
し
に
う
え
で
、
公
品
戸
、
t
人
出
ι

悶
十
る
広
拡
な
問
題
に
日
ぬ
い
て
舵
止
な
役
割
J

ど「
L
き
そ
げ

ス
こ
と
は
な
い

L
、
前
助
金
の
受
領
も
公
的
人
功
の

ν
ベ
ル
ヨ
一
み
だ
す
の
一
九
不
可
欠
な
ほ
と
の
公
的
、
出
戸
と
批
一
計
会
一
招
い
た
と
い
う
こ

と
は
で
き
ず
、
し
か
4
一
メ
宇
イ
ア
へ
の
之
両
則
的
縦
続
的
な

γ
ク
ヤ
ス
色
合

L
て
い
な
か
っ
た
と
1

／
て
、
公
的
人
物
で
は
な
い
と
九
州
市
コ

12'. ledごJ"' J、 ＼）・↑つ1引い、66c引"Y_ I i J 
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／；こ
じ〉

加
の
判
決
は
、
公
聡
者
の
ん
訊
判
中
）
限
定
す
る
ぷ
味
r
q
汗
判
つ
も
の
と

F
級
官
心
拡
大
傾
向
に
’
疋
の
歯
H
め
を

か
け
る
こ
と
ピ
不
峻
し
す
に
も
の
2

心
山
職
者
は
一
般
的
L

、
政
恥
決
定
権
小
の
い
い
ノ
虚
偽
一
三
九
に

訂

し
て
い
る
蓄
に
限
定
「
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
し
と
う
し
と
み
る
L
Y

公
聴
者
と
は
、
高
い
帥
伐
に
あ
る
L
し
畑
仙
沼
佼
（
吉
正
月

〆
デ
／
ア
へ
の
ア
ク
ポ
ス
を
私
人
上
旬
長
し
く
多
く
享
受

と
し
て
が
H

通
分
類
へ
く
れ
心
人
々
お
よ
び
政
府
の
権
肢
を
午
、
実
的
に
付
使
d
る
公
務
員
（

E
t
F
日出
U
T
V
可句作）

れ
る
し

H
ハ
体
的
に
は
、

政
出
家
号
山
氏
自
庁
の
料
部
職
一
以
K
M
ど
が
挙
げ
、
り
れ
よ
う

ν

、
か
つ
て
公
職
者
C
あ
っ
た
文
い
つ
い
て
は
、

r
c
Y
2
Z
Z
M
一
山
ロ
ミ
い
お
い
て
、
蕊
告
が
名
》
日
乞
投
損
さ
れ
た
と
さ
に
公
職

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

有
の
池
山
し
vh九
九
也
か
っ
た
／
了
て
河
川
、
公
約
六
一
噌
J
に
つ
い
て
の
公
的
関
心
事
を
勘
案
づ
る
〉
一
公
戦
者
に
誇
当
仁
う
る
亡
さ
れ
て
い

1

方
、
わ
2
z
判
決
に
お
い
て
は
、

川
小
針
ば

JAr
－ι江
川
河
一
的
よ
一
副
叫
が
公
表
さ
れ
に
数
午
前
に
短
財
川
、

山
長
か
ら
任
命
汽
れ
作
右
安
司
会
の

－
A
久
］
討
に
ち

J

た
ζ
I
U
一（
L
J
h
u

、

＼
と
手
、
れ
た
n

山一J
引
誌
で
は
、
か
つ

に
つ
い
て
の
前
討
に
相
克
し
て
は
八
九
恥
者
の
ま
ま
で
為
る
、

1
r
Vっ
注
鮮
が
d

める
c

一川凶

の
依
川
市
再
に
つ
い
て
は
一
戸
っ
か
c

九
仁
ム
汁
心
”
は
に
判
決
が
下
さ
れ
た

Z
E号
ν『

3
2
去っ
v〈

pv可
で
は

対F
A
O

、

ム
院
議
長
候
補
、

c
n
p
一
白
山
宮
内
向
昨
日
5
2
h
o
ぐ
』
〕
山
口
に
つ
ロ
で
は
地
主
選
挙
の
紋
川
川
に
つ
い
て
判
析
が
不
さ
れ
た
わ
日
以

f

向
裁
判
所
は
、

包
装
段
治
時
に
は
政
府
の
地
付
に
口
千
万
、
二
ー
よ
一
一
か

h主

て
公
職
者
で
あ
っ
心
人
者
は
、
7

し
の
冗

七マハ
J

に一
副
訟
に
お
い
て
辛
口

さ
ー
ミ

5
2
判
決
心
必
理
一
千
紋
補
者
に
お
大
し

一日…ヤ打一は

一一コ

1
ハソ
J
f
ン
ャ

l
何
点
半
：
足
の

、
一

〆？、
νノ

i
院
誌
只
予
備
選
挙
の
一
ヨ
説
、
候
愉
者
が
以
刈
犯
罪
行
ね
を
し
た
と
し
て
「
一
U
二
刊
行
よ
一
人
人
と
決
め
付
け
た
記
事
を
ヨ
刊
紙
が
掲

載
し
三
事
件
で
あ
る
「
最
高
裁
判
円
所
は
、
候
補
蓄
の
行
為
が
一
討
議
さ
れ
る
1
／
き
、
、
H
3
5
2
ル
ー
ル
は
候
補
醤
？
公
職
（
U

逮
拾
い
じ
に
関

川
地
ト
う
る
か
も
し
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
こ
乙
日
え
む
べ
缶
、
で
あ
る
と
判
断
し
、
ー
一

2
4
2
ル
ー
ル
が
泊
阿
川
さ
れ
る
に
め
に

1

犯
非
行
為
の
嫌

従
が
時
四
叫
的
あ
る
い
は
場
所
的
に
ど
れ
は
と
離
れ
て
い
だ
こ
1

て
も
。
公
戦
者
あ
る
い
は
役
納
者
の
公
判
帆
？
州
一
一
格
性
と
年
関
係
で
あ

ヱノk
l、
り

ill＜｝、：iL'?Jお，31 21/) ワ5, 初出11;
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と
と
い
う
結
誌
を
下
し
た
し
役
者
以
、
行
い
反
で
↓
の
わ
邸
の
課
税
叡
査
定
引
絞
棋
で
も
丸
山
つ
よ
廿
が
じ
民
的
pw
惜
別
人
訴
芯
で

偽
社
し
た
と
し
て
戸
一

J

副
大
れ
士
、
と
ブ
ロ
リ
ダ
刊
の
地
方
紙
に
報
じ
ら
れ
た
こ
1
ぐ
す
か
ら
、
名
誉
波
駅
訴
訟
や
提
出
日
一
1
よ
J
u
の
C
んある
υ

ι 
日川

円収
f
M
鼓
判
所
ん
は
、
市
長
お
よ

以

び
公
臓
の
絞
補
者
と
し
て
心
地
位
に
お
い
て
被
は
ご
日
間
ル
ー
ル
が
池
田
川
宍
、
れ
る
範
川
内
山
川
に
あ
る
T

／
～
し
ー
に
う
え
て
、

根
迫
件
寄
は
彼
の
け
ん
却
に
保
す
る
も
の
で

候
補
本
人
に
と
コ
て
は
明
ら
併
に
片
山
η
だ
っ
た
っ

ミ

〆

！
L

山円M
1
L

い
抗
日
尚
喜
心

判
決
γ
」月
J

憎
し
、
公
職
狭
山
納
者
（
U

犯
罪
行
為
の
孫
疑
は
公
峨
〈
U

必
捻
い
い
と
す
U
佼
必
悶
同
一
が
あ
る
、
と
判
が
し

一
ん
八
九
斗
の
一
一

1
2
ニ5
7
2
円
。
玉
〕

4
2
5
2
4
d
p
r
d
（1
5
5
c
m
z
cコ
で
は
、
法
判
日
怯
怖
さ
に
つ
い
て
の
判
断
が
否
♂
れ

行
為
に
つ
い
C

て
日
る
つ

rム
斗
！
十
三

ー
；

i
！？

一河」

八
r
み
を
し
た
yu

い
う
従
ド
訟
を
：
什
た
れ
て
い
る
乙
一
地
方
紙
が
に
た
一

rpiMに
報
1

〕
た
の
に
対
し
、

オ
ハ
「
オ
川
に
お
け
る
裁
判
所
幹
部
の
汚
職
出
作
の
国
笠
に
悶
述
、

J

て
z
川
裁
判
所
裁
判
百
の
わ
ム
補
文
が

「
巾
ヰ
劣
位

校
倍
苗
が
記
事
は
点
偽
で
あ
り
、

J
U
d

現
去
約
一
広
意
を
も
二

1
L

報
道
し
た
／
）
川
河
一
台
賠
償
請
求
一
み
訟
を
起
こ
じ
に
も
の
で
あ
る
。
最
高
裁
サ
ポ
は
、
候
補
名
が
公
的
人
物
で
あ

…h
y

%

－
 

｝

Q
w

一y
」
を
前
提
に
在
攻
し
、
本
件
記
録
の
一
川
問
視
～
を
検
討
し
た
結
果
、
新
聞
用
杜
心
現
安
民
団
山
立
を
訟
げ
の
k
u

2 

t

J

、ー

グ台

H
F
P別刷ト

一帆

ヲち
戸
】。

） 

公
人
の
う
ち
公
職
者
に
つ
い
て
は

上
級
と
い
ア
一
職
叶
唱
の
ど
こ
に
紋
jhv
引
く
か
と
い
う
と
点
で
議
論
の
余
地
が
め
る
も
れ

心
、
公
務
円
以
心
身
分
ど
訂
L
て
い
る
か

rう
か
は
明
停
で
み
る
と
い
え
る
た
め
、
特
に
川
氏
抑
止
人
物

ch組
側
が
吊
大
な
ぜ
立
を
も

で
は
、
公
的
人
渇
2
は
一
作
と
（
け
一
と
う
な
人
の
こ
と
を
い
う
と
則
一
解
す
べ
き
な

目

5
z
u
d
tび

dFC］
片
足
判
決
に
お
い
て
は
、

公
職
者
で
は
な
い
が

「
公
衆
ー
さ
よ
」
で
♂
市
民
主
関
心
を
持
つ
問
題
に
悶
わ
っ

一
昨
、
さ
す
と
、
）
て
い
る
じ
出
以
口
す
れ
ば
、
そ
の

v
場
の
ム
ノ
に
よ
っ
て
、
あ
る
レ
は
す
十
l
M
7
J

な
公
的
論
与
い
自
ら
を
校
行
人
れ
る
よ
っ
仕
立
阿

的
行
政
に
よ
っ
て
公
的
人
物
と
1

v

て
の
地
付
に
注
L
、
分
に
継
続
的
な
公
的
関
心
を
集
め
、
も
母
校
照
的
一
コ
説
の
虚
偽
を
議
論
に 七

12'. ledごJ"' J、i）・↑つ 131 I：、i68 c引"Y_ I i J 
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川叩三

よ
っ
て
暴
け
る
反
論

T
校
に
！
？

k
J
ク
セ
人
十
有
す
る
人
士
レ
う
乙
出
4
2
2
2
古
川
明
裁
判
官
の
な
は
に
お
レ
て
、
八
子
、
午J

な問
u

－一訟や山川

来
事
に
関
す
る
公
的
人
物
の
見
惇
ゃ
れ
動
は
公
帆
者
と
同
じ
く
ら
い
市
民
に
大
詮
位
向
U
を
持
と
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
公
的
人
物
1
f

公
職
苔
に
つ
い
弓
引
な
ヮ
に
立
証
芋
！
不
ピ
一
一
沖
川
叫
す
る
松
拠
は
な
ぐ
、

公
的
人
物
は
比
れ
ん

I
t秩
ハ
d

づ
行
る
際
に
fE
裂
な
役
割
J

古
来
h

レ
し
た
と

2
に
注
意
を
f
h
寸
必
民
が
め
ろ
う

J

取
に
川
和
型
『
心
ι
リ
《
は
す
か
、
口
、
円

E
2
判
決
（
U
J仏
珂
が
適
用
さ
れ
る
べ

C
Zロ
判
決
山
沿
い
え
間
取
門
問
裁
内
刈
ば
、
公
的
人
物
の
地
引
が
公
的
問
題
の
院
決
に
正
要
な
役
割
を
果
た
す
人
山
泣
田
川
3
れ
る
べ
き

エ
ミ
一
川
温
ア
か
に

こ
こ
さ
は
公
的
人
功
と
V

J

て
一
タ
イ
プ
が
情
想

3
れ
た
c

第

は
、
霊
安
1
6
問
川
西
の
解
決
に
お
い
て
主
安
な

仙
い
挑
寸
ー
ヌ
た
〆
た
た
め
に

寸
L
て
の
い
的
か
ら

品
目

dzと
い
h
さ
れ
る
人
々
で
あ
る

~」
ケ当

ば
、
公
吠
に
と
コ
て
一
一
一
安
ー
ペ
出

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

乏
の
論
争
あ
る
い
は
間
認
の
解
次
に
山
川
け
て
自
？
？
白
い
た
的
に
投
げ
入
れ
た
勺
二
三
円

の
人
々
で
あ
る
ま
た
、
「
公
的
人
的
刊
し

L
て
分
相
川
さ
れ
た
人
一
々
は

（
公
点
者
／
こ
川
様
日
一

μ
山
切
に
あ
る
u

、
｝
け
地
位
に
達
す
る
人
々
の
？
大
諸
分
は
社
会
の
山
I

来
宇
で
お

一仙

の
場
介
セ
も
、
欠
的
人
物
は
、
注
弓
ζ

お一
d
を
招
く
」
乙
骨
詳
し
た
2
止
、
原
型
ご
こ

刷
川
町
出
札
訂
以
役
主
立
を
引
き
去
日
k
o
e
い

密
な
｛
7γ
吃
や
川
川
断
基
準
は
指
し
折
、
主
旨
か

現
在
、
公
前
人
物
2
し
、
以
下
の
一
つ
の
奴
ャ
1β
「
刊
誌
仇
む
ら
れ
て
い

'" 外す

の
祭
主
は
、
社
会
心
出
米
前
十
に
顕
者
以
役
割
JE
恥
た
し
、

－J
V

二
一
i
ノ

3u宝
仙
〉
コ

寸

V
1
5恥
雀
仁
川

4
u
f

1
r
Hさ
れ
る
一
全
山
川
町
一
ヘ
ム
的
人
物
五
3
2
p一

Z
四
口
町
内
市
）

cあ一
A
M

八
ヤ
十
匹
一
的
公
的
人
物
に

一
限
定
的
公
的
人
物

h

J

一』ー、

＝
叫
に
問
内
～
に
γ
k

特
定
の
論
争
ピ
ー
一
発
的
に
怠
ノ
加
し
限
ら
れ
た
間
以
叫
に
つ
い
て
の

去
、
し
、
コ
下
ホ
パ

j
u
t

－

－

Y

L

 

七
三
一
｝
】
ハ
廿
明
記
ぺ
1
／
口
け
さ
れ
る
白
命
的
公
的
人
海

出
関
口
耳
）
」
と
、
岩
凶
す
る
こ
と
な
く
公
的
一
論
点
に
巻
き
店
主

れ
に
非
ム
円
売
的
公
的
人
物
（
5
2
Eロ
仲
良
川
、
円
E
r
F

の
二
つ
に
分
け
つ
れ
る

J
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全
面
前
公
的
人
物

リ只い
L

－

や

駄
お当主
よ j
,j G, 

吐山
公オ己
記事
＇＂ヘオ毛 の
事市
へ ！（
dコ自7
!l; ；駐
車t 力日
？ふ」

ド吃 て与，，__ i主

足
ず

コ
ミ
ユ
一
一
ア
ィ
ー
に
お
灯
る
一
般
的
な
名
声

ι 
日川

た
る
い
は
市
川
ち
の
明
府
内
な
証
拠

が
必
要
で
み
る
と
さ
れ
る

F

設
古
川
ぷ
判
併
は
一
人
キ
の

受がい
ける＇＊＇－
る！日千毛 利
l 戸 ｝J
とあと
法令警
＼ L、争ド
て；主力
ι、＇ii,' cコ
る乞る

予？。

馳却日--r 斗
るll"手F

」 ム
ダ〉

る＂主fl 2と
」円

ム
ハ
！
て
の
い
パ
ヱ
附
に
お
け
J
G
公
的
J

予告ぃ忠一人

ーζ
支
現
し
た
り
、
ぁ
、
り
ゆ
る
山
、
f

公
的
人
物
と
み
な
さ
れ
る
く
ら

ま
ー
に
は
ー
あ
ら
ゆ
る
市
ぺ

？
の
り
ゆ
る
之
M

似
て
公
的
人
？
引
と
な
る
く
ら
い
全
一
凶
的
二
広

、1

「Z
の
よ
う
な
人
々
は
公
的
問
題
の
が
決
い
特
別
問
州
諸
な
役
割
を
引
き

で
は
、
一
殺
的
」
あ
る
い
は
「
あ
ら
ゆ
る
z
一
山
で
」
あ
る
い
は
「
ん
刊
的
に
民
日
’
る
」
あ
る
い
は

ー
非
限
た
的
江
公
的
人
物
こ
1
ν

て
、
さ
ま
ざ
ま
に
知
つ
れ
十
一
人
い
に
伯
ム
わ
な
人
物
を
さ
十
乙
述
解
さ
れ
て
い
る

J

ι人
八
年
内
出

E
T三
r
r
t
C
H
E
r
3
7
2日
目
が
ふ
め
る
。
j
A

壮
い
は
、
男
件
雑
誌
出
g
L
2
の

最
凶
点
以
叫
一
河
の
斗
川
川
、
t
じ
て
は

ハ口一ブ
f
l
主
己
い
よ
る
。
つ
ラ
イ
パ
、
J
i
伝
書
店
、
名
対
ロ
段
設
は
い
y

を
摂
拠
こ
し
て
、
点
本
に
－
m吟
て
む
の
釘
れ
た
主
リ
ス

f
机
日
系
γ

レ

日
）
習
甘
い
沼
抑
で
あ
ξ
閉
山
市
止
門
司
民
主
一
三
一
が
お
半
口
賠
償
を
ぷ
め
h
j

訴
訟
で
↓
め
る
c

保
守
派
攻
、
川
選
必
主
宰
有
な
ど
多
彩
な
札
ム
円
前
川
山
一

r
q」

に
八
ム
故
人
物
で
為
る
と
認
｛
疋
し
た
し

紹
介
し
に
う
え
f
、内川叶
I
宇
者
と
も
原
告
の
純
一
伏
に
い
弘
前
V
甲
え
て
w

弓
司
こ
と
か
ら
、

限
定
的
公
的
人
物

'' 
非
日
判
官
的
公
的
人
物

若
乞
な
事
刊
に
栄
台
、
込
ま
れ
、
ヂ

rt立
に
も
七
会
心
、
J
川
、
中
集
め
た
総
与
矢
口
品
川
悦
疑
苫
と
ど
が
ん
己
ま
れ
よ

F1

5
1
0

一ZCコ
d
へ
完
全
D
L化
寸

ほ

ご

4mぺ
え
～
p
z
α

コ
er－ハ

ん
じ
九
’
い
の

－一主ぷ
1

一、

仁
斗
J
t
v
｛

犯
罪
の
被
疑
者
は
公
的
人
物
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る

v

京
件
は
、

九
ー
パ
人
司
に
↑
一
ュ
ー
ヨ
ヲ
ケ
の
特
別
遣
い
一
大
陪
審
の
七
時
叫
に
応
と
な
か
3

た
」
こ
に
よ
う
て
法
廷
侮
単
一
～
罪
立
む
邦
判
決
を
受
汁
た
だ
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の
出
版
し
た
衣
が
誤
っ
て
原
去
を
ノ
速
の
設
組
員
と
し
て
ス

九
仁
川
J
P

汁
に
被

EFJh丈
一
ミ
ピ

J
1
F
J
己
主
訴
さ
れ
た
と
し
す
に
事
件
こ
ん
あ
る

ν

ハ
人
心
ぷ
判
（
パ
に
上
る
ほ
廷
青
山
以
は
、
原
合
は
ス
パ
イ
の
捜
貨
を
め
〈
る
公
的
人
吊
争
心

最
前
線
に

1
2い
売
れ
－

h
憎
い
ノ
ヤ
山
山
た
一
こ
と
も
一
自
ら
を
ほ
げ
へ
丸
一
円
j

二
こ
と
も
は
い
か
ら
な
人
で
あ
る
と
何
不
L

J

し
ー
に
だ
け
で
機
怜
的
に
公
的
人
物
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
一
口
止
し
た

v

先
搾
れ
為
に
院

に
だ
、

2
2日
判
決
以
誌
に
は
、

プ
フ

f
パ
シ

i
侵
害
訴
一
部
字
、
は
あ
る
け
山
二
北
六
仁
イ
（
U

門
同
日
夕
同
ロ
ロ
川

h
h
A

い日
t
、
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ヌ
と
そ
の
本
校
が
私
人
と
さ
れ
た
い
3
0
かし
m
f〔じーっ

ny公
的
関
心
士
山
市
i
ど
問
問
に

Aι
一
的
悪
志
の
法
則
げ
か
適
用
さ
れ
、

見

5
3
r一cc
ヨ
J

J
占

2
3
2ハ
一
口
門
戸
て
も
同
乙
く
八
人
的
関
心
出
ー
や
一
担
臼
に
犯
非
の
被
疑
者
に
対
ぷ
l

～
同
法
制
叫
が
、
旭
日
手
れ
て
い
る
戸

山一

出
畑
山
刊
多
数
む
］
一
地
乙
は
い
え
、
「
公
一
求
心
ご
主
な
悶
心
は
出
来
弔
に
あ
る
」

九
七
年
の

〆了
J

て
、
述
調
・
家
宅
段
宗
を
そ
け
公
的
関
心

こγ
］ 

E
Z門
主
主
」

の
山
刈
告
示
に
仕
つ
に
M
川
版
取
次
業
者
ま
ザ
一
ム
目
的
人
物
と
り
ο
孔
て
し
ま
っ
に
の
C
占めるハ

？
一
発
初
公
約
人
物

m
 

n／
 

q
 

n／一na 
一川山

ぃ

f

人
と
も
公
表
作
に
は
か
な
り
の
叫E
 

H

越
市
の
ヌ
作
行
為
法
の
刊
則
の
も
乙
立
は
公
的
人
物
；
、
し
こ
分
判
明
さ
れ
る
〉
一
判
断
t
u
一人

公
的
人
物

t
t
て
分
数
さ
ー
れ
た
人
や
つ
は
、
官
民
わ
っ
た
田
川
町
田
乃

降
伏
に
影
響
古
及
川
」
す
た
め
に
符
で
の
ふ
」
的
論
ち
J

の
以
前
線
に
2

ド
ら
躍
り
山
山
丈
一
と
か
、
一
民
発
的
に
判
定
の
公
的
論
争
に
IF一ら
中
段

）
と
述
べ
て
い
る

v

自
党
約
八
三
市
人
物
に
つ
レ
C
H取
的
裁
判
所
は

よ
り
一
般
町
に

げ
入
れ
る
か
、

そ
の
結
果
、

限
定
的
色
担
問
、
り
同
出
の
丈
め
の
伝
的
人
物
に

＋
め
る
い
は
引
き
寄
止
て
、

こ
り
類
型
は
、
最
も
判
断
が
綴
妙
で
あ
る

v

（片
E
N
判
決
以
前
の
も
の
と
し
て
は
、

伝

↑

♂

一

叫

回口門

σい品よ刊
υ
人〆
υ
切一ばの阿
μ
同句
ι
門》同合
U

ぴ
寸
卓
、
に
｛
｝
附
己
叫
d

あ
マ
匂
代
一
川
述
の
よ
ぷ
円
、
r
刊
村
甘
は

I

以
問
刊
什
W
二
Jμ
出
川
さ
れ
J

、
い
乙
山
叶
l

ゾ

λ
リ
J

体
J
寸

ん
l

八七
ι
の
〔
）
己
百
円

5
5
5口元（，
C

〈

件
以
す
い
は
政
治
山
小
川
助
に
問
什
J

）
て
い
た
退
役
院
軍
将
校
が
原
パ
口
で
あ
る

vlん昔、

相
対
多
数
三
日
は
、

相
紅
花
、

公
的
関
心
J
f

集
め
て
い
ん
ー
と
L

Y

し
か
ら
、
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h
u
トし（
r
J

作
？
の
（
い
コ
ぷ
口
一
XJ
一刊行。
C
「涼吋
R
4
4
d〈
允

h
F
1
叱町一

er】

p

r

t 
I' 九

メ
リ
l
一y
〆
ド
川
で
品
川
収
用
地
の
売
買
な

ど
を
巡
り
市
と
交
渉
し
て
い
す
に
地
元
一
ー
、
は
主
お
な
不
効
斥
限
発
業
者
に
つ
い
て
、
市
談
会
で
論
議
さ
れ

ι 
日川

百つ、花、

市
む
将
来
心
際
交
に
民
v
J
L
て
い
た
、
一
と
な
ど
を
坪
山
内
と
し
て
、

:μj 

R年

｛ドj

l防

lllJ 

Oつ
る
と

*S r-;; 

X ノγ

れき長
アこlコ日〉

i守

ノJ

一
九
七
四
半
日

J

亡
日
白
川
仇
で
は
公
的
人
物
を
狭
〈
解
し
た
。
上
訴
人
の
弁
護
f
は、

ー
～
、
で
一
一
ア
ィ
l
b
峨
業
ト
心
山
山

来
事
で
ロ
ド
ム
ム
活
川
附
し
て
著
書
や
論
rえ
も
公
示
品
し
て
い
る
か
、
ツ
丙
干
の
み
ゾ
i
ク
ル

E
は
よ
く
知
、
つ
れ
て
い
た
も
の
の
、

T
i
K
7
F
ィ

一一～↑一一フ

で
一
般
的
な
許
判
を
得
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
公
的
問
題
の
汎
に
白
ら
を
校
げ
ん
れ
ず
公
品
恨
の
注
戸
F
J
U
枠
制
め
な
か
っ
丈
な
と
と
、
）
て
公

的
人
物
性
な
否
定

J

問
ν

こ
う
と
～
私
人
は
尚
一
夫
？
一
己
一
抗
す
れ
ば
足
り
る
と
し
て
判
例
＝
乞
軌
治
修
主
℃
そ
の
主

P

に
お
生
で
た
c

同一

九
J
A

ヘ
年
の
一
三
F
T＝
く
て
君
主
2

J

4

〆
で
は
、
離
婚
訴
訟
で
話
題
乙
な
勺
～
よ
川
青
山
水
た
人
は
公
的
人
物
に
一
d
J
ー
）
な
い
し
、

ま
さ
れ
た
。
本

f
は

ワ
ロ
リ
タ
州
心
社
交
界
の
u
山
形
で
ふ
め
る
匡
宗
一
五
ー
へ
一
の
不
倫
な
ど
を
坪
山
に
宮
衰
の
維
M
h
m

が
認
め
ら
れ
ー
γ

か
の
よ
～
つ

叶三日小以
f

渋
っ
て
報
じ
に
の
に
対
し
、
夫
人
が
名
誉
段
四
世
訴
訟
z
V
｝
持
起
し
ト
も
の
で
あ
る
口
万
人
心
裁
判
的
に
よ
る
法
廷
意
R

l立

-;J{; 

山
市
記
夫
人
）
は
、
恐
ら
く
パ

l
ム

ピ

l
i「
の
札
六
人
罪
宇
陀
い
て
は
村
会
心
出
来
辛
に
お
レ
て
特
別
顕
出
J
J
役
割

一
ゲ
↓
引
吉
受
け
は
か
っ
た
し
、
そ
こ
で
内
政
と
な
っ
て
レ
る
前
点
の

mu決
に
影
響
を
及
ば
す
た
め
引
定

u
公
的
弘
前
争
の
最
前
線
に
繰
り
出

丸、〉
J

L

ド勺、山川
N

d

一

と
L
て
私
人
で
忘
る
と
判
不
し
た

F

雄
松
旬
以
慌
が
公
一
家
の
仰
向
U
一一f
集
め
た
と
し
て
も
公
的
諸
争
レ
〈
同
一
慢
で
き
る
計
三
は

な
く
、
夫
人
は
夫
婦
問
心
開
店
を
熔
渋
す
る
た
め
伝
的
予
約
を
強
い
ら
れ
た
の
て
あ
る
か
ら
ー
一
発
的
と
主
百
え
ず
、
法
判
手
続
に
k
る

政
婚
は

C
2日
叩
円
決
て
一
口
及
さ
れ
I
h
J
1

公
的
命
予
」
で
は
な
い
と
注
ぺ

夫
人
が
訴
訟
の
一
同
川

の
記
者
会
日
見
な
し
た
争
末
、

は
彼
止
を
公
的
人
巾
d
C
地
位
に
よ
波
え
な
か
っ
た
し
、
訴
訟
の
が
尽
に
ぷ
響
を
i
J
h
q
ん
ゐ
七
め
に
そ
れ
ら
を
向
田
川
し
工
う
と
し
に
俄
好
J
J
R
h

（山一

か

7γ
～
と
判
断
し
た
限
、
h
J

れ
た
に
の
地
河
川
で
品
有
名
で
あ
っ
た
三
け
で
は
公
的
人
初
と
は
口
、
凡
な
い
と
と
い
な
る
「
ぶ
判
決
は
、
か

な
り
人
き
仕
コ
ミ
ュ
↑
一
フ
ィ
、
に
紋
的
に
札
者
名
で
な
け
れ
ば
公
的
人
物
に
な
ら
な
い
f
と
を
不
L
ん
よ
こ
す
え
る
の
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f

リ

一
九
一
八
と
r寸
の
『
）
口
町
一
昨
］
F
E
5
2
5
『コ
F

〈

（

U2一2
5
5
E
ロ三一

f
v
z
LコF

h

一
と
を
F

目
提
に
否
現
し
て
い
る
へ

は
、
渋
」
一
長
人
の
建
設
従
者
に
つ
い
て
私
人
で
あ
る

刻

一
九
八
六
h

心

E
Z
U
F一三
5
2何
者

4
3
2
m’
F
n
イ

日

｝

2
）
一
臣
に
お
い
て
も
、
不
L
行片付

が
あ
り
、
州
政
財
L

影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
恨
飲
食
物
叛
完
山
チ
ゴ

l
J
民
連
会
祉
の
ド
ヒ
要
株
王
で
為
る
帳
台
に
つ
い
て
、

C
E
N
日

決
り
ょ
っ
な
弘
人
で
あ
る
2
認
定
し

以
ト
の
よ
、
つ
に
判
例
ナ
ピ
札
観
す
る
と
、

裁
判
刈
は
、

公
伏
と
注
意
J

ル
と
い
く
原
生
円
山
れ
八
三
間
人
物
心
地
併
を
H

J

え
ゐ
こ
と
を
い
ぶ
ハ
一
仁
い

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

ふ
白
川
ん
的
公
的
人
物
に
つ
い
て

C
古
田
判
決
は
、

F

山

右
行
れ
ば
な
ら
た
い
と
方

V
C
い
る
C

J

宝
石
川
的
公
的
人
均
の
知
明
1
5
C
ミ
ロ
判
決
以
降

1極
め

て
い
る
こ
こ
か
っ
、
結
局
、
川
μ
八
百
的
公
的
人
物
に
つ
以
り
一
；
る
か
ど
う
か
が
v

川仙台大のノ哩
1
r
7
子
、
浮
か
び
ー
が
っ
て
く
る
つ
具
体
的
に
は

名
誉
投
舟
z
ぜ
焦
じ
さ
山
一
～
特
定
d
A
M
争
に
〉
け
て
町
人
か
議
h
Y
1
4
G
性
山
貝
乙
杭
皮
l

に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
五
凶
的
な
行
勅
な
く
公
的
人
吻
い
な
ゐ
も
の
で
、
？
げ
の

測
は
掠
め

と
hWC

れ

で
は
、
斗
交
的
公
的
人
物
に
該
当
す
る
安
件
い
／
）
は
何
か
。

引
れ
ど
的
公
的
人
物
原
理
に
的
B
d
J

る
憲
法
－
一
の
判
部
に
お
い
q

一＼

さ
れ F

;; 1:1 ~J 
~I ：：干

。コ
引j

lま

以
下
の
コ
の
一
同
町
世
を
強
調
し
て
し
る
し
C

原
告
は
内
包
あ
る
い
は
論
下
の
解
決
に

i

一
ら
を
円
発
的
に
投
げ
入
、
れ
た
一
一
と

そ
の
開
店
占
め
る
唱
は
弘
断
F
ぃγ
は

伺
当
阜
市
火
山
J

十
山
V
L
一
公
衆
な
ど
に
彩
抑
止
を
及
ぼ
し
う
る
解
決
取
に
泣
い
な
く
、
そ
れ
な
、
公
仙
川
論
争
で
め
る
こ
1r

久一
VVJμ
読
は
p
q
m
u

よ
F

つ
な
一
尚
昆
L

起
因
あ
る
い
は
収
品
目
し
た
L

迫
い
な
い
こ
と
む
ム
一
つ
で
あ
る
へ
こ
の
中
で
特
に
注
目
L
う
る
の

む
一
｛
い
円
売

的
と
一
切
の
「
公
的
論
？
」
り
指
摘
で
あ
る
ι

待
伊
川
、

C
2訂
以
降
の
判
例
は
、
白
命
的
と
公
的
論
争
心
民
件
ゃ
ん
強
調
、
し
f

」
い
る

d

h
E
U
E
E
W－
況
で
は
、

防
相
佐
川
小
社
会
の
山
什
来
事
同
お
い
て
特
別
民
主
な
役
判
？
ピ
？
？
き
受
凡
な
か
っ
た
し
、
引
け
定
り
公
的
論
下
一
り
最
前

線
に
臼
つ
躍
り
出
な
か
っ
ー
ペ
上
ベ
ー
を
力
説
し
て
い
る
c

同
様
に
、
一
言
一

3
2
5
判
決
や
J
F
J
L
Z
g

判
決
で
も
、

他
の
y
p

に
影
響
主
及
ば

一丸一

す
た
め
公
的
市
叫
ん
れ
山
ら
を
投
げ
込
ま
ず
公
費
え
凸
に
閲
す
る
広
範
な
問
視
に
お
い
て
顕
著
な
役
割
を
川
引
き
受
け
た
い
一
Y

ど
は
な
い

ζ
L

＼ρ 
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た
い
、
川
市
告
は
ス
バ
J

捜
査
を
ぬ
く
る
ん
町
争
の
門
以
前
線
に
什
発
的
に
由
一
／
一
主
投
じ
た
一
て
L

も
な
L
と
し
て
、
什
発
的
と
公
的
前
争
心
要
件

を
繰
わ
返
し
て
い
る

v

つ
ま
れ
、
｝
一
発
的
に
公
的
諸
争
に
関
わ
る
中
で
む
誉
泣
い
相
が
生
じ
わ
よ
と
が
重
川
前
大
、
れ
て
い
る
の
で
め
る

d

ι 
日川

ま
た
、
原
告
の
法
的
地
山
い
い
の
法
山
基
冷
で
は
、

＼

t

i

F

l

t

：
 

ぷ
吋
山
台
一

Jmケ
J
r
C
判
司
除
や

公
的
荷
予
が
あ
η

小
抗
感
ー
ピ
f
J
え
る
出
版
川
な
さ
れ
た
か

い
は
詮
的
小
つ
一
点
一
戸
一
な
が
て
論
争
山
参
加
し
た
か
③
ぷ
山
口
乞
一
縦
士
↓
す
る
出
版
に
反
論
す
る
た
め
え
（
ア
f
ア
に
ア
ヲ

中
一
ス
で
き
る
か
、
と
い
λ

一
市
が
イ
重
要
で
あ
る
と
3
れ
I
い
る
u

こ
こ
で
は
必
の

1

メ
ヂ
ィ
f

へ
の
ア
ク
セ
ス

（り
E
T
A

刊
に
、
止
同
け
し
た

い
に
例
え
ば
、
亡
雪
白
判
決
で
は
、
公
的
人
初
は
右
効
な
」
」
ミ

L

7
ヶ

J
ン
ョ
ン

虚
偽
の
一
円
仇

JFUち
消
す
剥
実
的
右
機
会
日
正
仏
人
唱
で
り
も
持

Y
C
い
る
、
と
判
示
し
て
い
る

v

者
C
一
声
ヨ
判
決
で
す
も
土
4
3
N

刊
伐
を

か
な
り
K
さ
い
ア
ヶ
七

P
〈

μ
応ト心寸一村いち、

川
川

1n川川
J

f

l

、

一一

d
i
－
－

メ
？
ィ
ア
へ
の
F

ク
じ
ス
の
南
北
科
L
T
山市認
L
て
い

J

X

P

フ
ィ
マ
へ
の
た
期
的
か
っ

一
一
三
予
言
さ
コ
判
浪
に
お
い
て
点
、

継
続
的
な
ア
ク
セ
ス
も
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
重
き
を
置
い
℃
い

V

ハ
「
ィ
マ
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
t

心
安
件
い
は
、

ゴ
論
に
は
一
言
説

い
い
つ
表
羽
の
つ
山
刊
に
お
け
る
原
川
が
反
映
L
～
も
の
こ
一
千
え
よ
《

U

私
人
に
は
充
足
し
β

ト
い
民
件
ち
に
説

γ
こ
こ
↑
ど
、

公
的
人
物
の
輪
日
刊
を
炭
火

λ
q
J

る
安
素
を
加
え
た
も
の
と

以
？
に
む
一
夜
引
い
山
士
斗
育
成
ず
、
れ
ば

－vノ

γ
じ
り
引
υ布
前
あ
る
し
い
唱
は

時
的
rL
公
的
論
争
に
日
ら
進
ん
で
る
γ

加
し
た
こ
1
Y
L

ι川
険
負
担

つ
ま
り
4
7
r
y

ハ
む
恒
常
的
ア
ク
ゼ
ス
能
け
が
あ
る
か
と
い
か
が
型
地
さ
れ
て
い
る
と
一
μ
え
る
わ
限

定
的
公
的
人
物
ピ
作
置
つ
け
る
う
え
で
、
危
険
を
負
佐
し
丈
ト
け
が
必
要
性
、
反
有
能
刀
が
た
る
占
…
が
許
存
性
と
抗
え
う
る
の
て
あ
7
9
J

と

に
N
1が
h
J川

T
h
刀

他
の
一
J

品
川
決
包
J
J
祭
、
し
に
う
え
で
総
合
す
る
と
、
①

の
前
提
と
な
る
判
定
の
公
的
論
下
心
一
件
吐

は
九
ん
的
あ
る
い
は
任

一λ、ιJ 

自
党
的
j' Gコ
的主主
ノ、果
吻；：
cコ.＿，，
π ミベイ
ヲて 塗長

件之
）υ 

「及

~ y~ 
；予め

か両
匂＇＂ " 

7

ス

メ

デ

q
ア
に
定
刻
的
縦
伝
的
伝
ア
々
で
才
、
J

デ
点
け
し
て
い
る

バ
一
的
に
、
て
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四

結
び
に
代
え
て

表
現
の
点
耐
の
深
川
崎
と
名
誉
権
む
似
設
が
マ
ス
メ
一
ア
ィ
ア
の
恨
道
に
よ
っ
7
人
可
立
す
る
場
合
、
ど
九
him－
－
ゃ
常
に
隠
光
さ
山
じ
る
こ

と
は
ポ
き
な
い
と
の

J
ソ
ヒ
と
た
汁
げ
に
も
表
呪
の
日
山
の
た
め
個
人
心
タ
ハ
リ
八
日
は
設
損
さ
れ
て
も
引
奇
心
た
い
じ
〆
一
百
、
え
た
い
し
、
個
人
の

名
誉
の
二
め
に
よ
女
伊
刊
の
白
ん
げ
は
制
限
さ
れ
て
も
引
ト
ヶ
と
い
と
一
は
え
必
い
か
ら
で
ふ
る

L

ま
た
、
メ
の

っ、
J

－
市
佐
y
u
p
庁
に
州
列
jv比
枝

、
l

j

f

d

J

i

’
l

i

務
量
寸
を
す
る
こ
上

yrも
問
題
が
あ
る
－

y
の
」
う
な
と
き
に

い
個
別
衛
手
す
る
な
っ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
市
が
花
み
千
五
な
っ
て

円山
J

み
さ
れ
る
乞
吾
川
以
損
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
官
の
÷
観
的
な
よ
］
立
し
三
許
F
危
険
け
つ
行
、
っ
か
ム

J

」
れ
で
は
い
作
辺
機
関
は
、

J

7メノフJにお；十る語以、l刊行公枝J員；t;cワ！J(D可に説＇＇

の
工
品
位
点
現
ま
で
兵
一
り
川
刊
持
に
計
得
さ
れ
る
か

fTN
子
つ
き
に
く
く
、
危
改
い
報
道
は
避
け
よ
う
一
ず
る
’
汁
己
規
制
え
招
き
か
ね
江
い

こ
う
し
た
萎
綜
効
果
は
、
軍
民
U
U
U
7
Q
権
叫
ー
と
、
γ
つ
顎
口
、
引
ら
も
防
対
〈
必
告
が
あ
る
乙
円
、
f
わ
孔
る
口
そ
、
二
三
で
の

値
別
的

な
パ
ヤ
品
川
収
微
量
↑
ど
は
ぽ
く
、
ボ
ア
間
に
あ
る
程
度
予
犯
が
つ
く
類
刊
よ
川
伝
川
断
ま
準
か
求
め
ら
れ
る
／
三
司
、
手
寸
つ
n

こ
の
点
、
現
実
的

f
意
の
法
科
は
、
平
前
に
あ
る
秤
ぽ
予
測
が
つ
く
強
引

rJぺ
川
断
基
準
と
評
価
L
う
る
。
特
に
、

H
4
州
と
八
ム
人
に

対
「
る
批
川
門
前
一
戸
訟
を
抑
制
し
て
は
は
ら
ん
は

u
r一L
う
見
地
か
ら
道
一

J

入
さ
れ
に
粁
緯
は
注
む
に
包
ず
る
じ
ド
イ
だ
、

川
以
一
に
み
て
寺
七
よ

う
に
、
湯
川
の
許
制
ま
で
縫
ー
リ

L
て
い
る
と
は
一
μ
い
叫
J

た
い
沿
い
同
裁
判
所
心
判
例
主
絞
相
似
す
る
と
、
少
な
J

、
と
も
公
職
者
に
は
ぞ
れ

職
読
む
性
法
ほ
ど
や
考
慮
し
て
制
限
的
に
透
川
引
き
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
て
＃
る

去
し
い
，
人
物
に
つ
い
て
は
ち
ら
に
抑
制
約
で
の
る

一L
l
が
つ
か
が
え
る
υ

叶
芝
山
非
自
信
的
公
的
人
均
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
浩
明
列
、
り
民
叫
が
保
山
し
し
、

ぷ
も
問
問
題
亡
す
匂
白
発
的
公
的
人
物

に
つ
い
と
も
、
乙
れ
に
認
定
さ
れ
る
と
t
Jハ
ベ
悼
の
保
護
の
F
i
吃
が
さ
し
く
悦
ヘ
附
し
て
し
ま
う
と
と
か
ら
抑
制
的
な
運
用
が
な
さ
れ
C
い

一
山
一

る
と
み
ら
れ
る

v

、
う
し
た
判
例
の
動
き
に
対
し
、
学
説
の
評
価
は
さ
ま
ざ
ま
と
あ
る
が
、
名
…
苦
渋
慣
法
制
の
改
苧
菜
も
心
h
a
’店、コず

一
ぶ
さ
れ
て
お
り
、

子
れ
り
の
日
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
対
し
た
い
と
υ
す
え
て
い
る
ο

ill＜｝、：iL'?Jお，31 22SJ ワ2, .20C5.ll; 
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日
本
に
お
い
て
、

山
手
、
的
感
烹
の
法
泣
は
お
に
判
例

i

乞
巾
心
に
践
し
い
司
自
ん
ん
が
な
さ
れ
て
レ
る
こ
と
は
前
十
f

十
六
で
為
る
〈

本
一
ね
て
山
知
ヨ
に
し
た
よ

人
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
と
は
決
し
て
一
川
え
ず
、

し
か
し
、
八
九

公
人
／
な
人
の
村
別
に
ぺ
い
と
考
ん
だ
す
る
こ
と
は
、

ι 
日川

う
な
一
日
何
定
的
E
t
H
の
い
い
埋
れ
い
り
別
荘
を
め
ぐ
る
議
点
の
み
な
、
h
ず、

公
的
向
、
山
手
三
品
請
を
深
め
る
う
え
で
も
右
前
で
は
な
か
ろ
う
か

J

〉
J

｝

〉

品。マ日、モ

も
ち
ろ
ん
、
戸
川
一
人
を
め
く
る
ヨ
本
の
凹
民
意
識
の
－
相
選
出
了
。
少
泣
か
ら
ず
あ
る
1
／
考
え
、
り
れ
る
f

そ、り

再
検
討
す
る
、
へ
き
で
あ
ろ
う
c

ア
メ
り
刀
の
判
例
ψ
参
考
に
、
ヨ
半
凹
ム
U
T
fい
の
卜
マ
、
表
校
心
白
庄
の
一
町
一
九
口
J
bと

i
ル
ー
に
い
活
か
せ
る
と
う
公
人
に
悶
す
る
名
品
4
u慣
法
制
を

参
同

ば
什
十
♂
乞
向
山
λ

川
町
法
埋
の
動
F

川
？
っ
レ
ス
は
、
松
十
茂
記
つ
、
ス
メ
デ
ィ
ア
の
表
現
ヘ
ω
u
h－
八
一
川
向
宍
f
H

木
市
一
J

附
辻
、
↓

〈ハスリハ

可
、
い
い
山
半
で
は

1

官
υ
h
z
ゃ
h
J

殺
人
一
引
判
一
ト
ド
門
長
十
判
明
同
作
ハ

H
一
一
口
民
主
ご
ふ
J
D
r
J

よ】一
M
P
J川
壮
け
い
一
幹
事
事
件
a

円
収
八
前
山
町
四
回
午
六
月
目
己
別
装
二
巻
七
U
J
h
ヒ立
R
C
導
入
X
れ
h

／じ

（

ηδ

一
丸
町
甘
い
え
引
一
山
一
7

2

e

メ
ロ
ノ
ア
一
仏
入
門
（
お
一
以
一
［
山
v川
｛
日
ぶ
汗
一
前
社
、
二
ハ
ハ
一
、
山
リ
戸
部
一
真
実
証
町
一
お
よ
む
相
当

性
に
つ
い
て
ぺ
一
考
え
心
己
水
利
河
刊
百
九
円
川
む
ん
引
い
恥
一
制
・
誌
と
婦
問

4
1
一一
M
l

パ
リ
（
本
山
品
開
協
三
、
h
h
パ
＼
ど
な
L

心
事
制

7
2
J
U
T
、
ね
た
却
り
の
な

v
m肌
h
本
丈

7

寸
一
心
一
最
川
裁
it
七
所
は
、

γ

メ
ド
ノ
カ
定

E
最
高
裁
紅
一
昨
パ
む
こ
と
が
》
一
n

一
三
さ
二
に
辺
、
三
ヘ
5
3
）
九
九
か
出
き
ぬ
了
ウ
Y
A
H

－
カ
叫
ん
ー
と
灯
、
一
ん
封
、
堀
部
以
旬
。
英
次
判
例
一
川
選
f

ぬ
阿
川
和
己
百

：
六
バ
六
六
既
ω
工
清
弘
「
ジ
ャ
l
「
川
ズ
ム
と
法
ヘ
コ
γIM

一
刻
世
引
、
一
九
九

t
一
参
J
ヴド

ヘρ
れいJ

…ム川小宇ゐ刊守凶汗
ι戸一川～
J

？ぶ」いい♂ア一詐訟を前
R

伊
じ
νや
J
L吋
L
j
る
一
一
リ
、
逆
の
民
白
川
に
「
〆
、
い
一
は
、

τhλ
久叫

ι↓
一
ア

1I
布
／
ム
川
川
爪
日
に
お
け
プ
rノ州思
U

叫一i

汁、述！〕
7

て
の
れ
バ
川
し
穴
山
沼
法

の
中
〈
閉
L

出
肢
応
義
点
γ
！…，♂
J

法
ナ
以
回
学
論
究
↓
ー
τ一
七

fh

二
九
八
九
一
冬
同

｛一t

－
何
日
一
の
射
位
、
ゲ
一
託
む
に
検
村
た
も
む
と
L
r松
井
茂
「
一
品
「
ち
守
投
摂
p

一
ー
一
六
琉
の
口
凶
二
ヘ
）
一
一
一
U
e
一
元
）
口
氏
商
注
雑
誌
八

七
ふ
一
－
川
守
一
七
向
、
五
Y

ケ
一
ハ
耳
、
ハ
一
J

一
一
パ
＼
一
八
一
八
義
一
」
ケ
一
九
守
八
六
八
一
｝
「
山
、
松
汁

1

包
三
及
川
畑
と
し
て
引
出
す
と

τ

公
ヘ
／
弘
人
L

二
件
戸

t半
J

て
た
よ
】
心
、
、
し
て
＋
；
而
十
洋
一

1

川
社
直
長
害
在
、
三
報
道
J
U
山
出
』

h
ロ
ヘ
l
ホ
什
、
一
－
M
h
t
）
参
仰
い

ヘ
白
六

L

認
め
ら
れ
、
刑
宇
で

12'. ledごJ"' J、 i）・↑幻引 1幻6c引"Y_ I i J 
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松

十

ハ

ウ

九

」

向

山

日

間

一

一

一

言

梅

川

p
t」
行
員
ハ
ム
官
J
M
h

7
M
m
Z
H
V
刀
、
下
5

E

2

3

E

H

（
む
辺
丸
三
N
m
v
h
コ
ハ
ミ
咋
芯
町
長
2
2
h
h
h湾
内
ロ
ミ
ミ

RJCV
念
日
以
／
～

r

？

月
3

h

～
古
一
三
J町
並
V
A
）
（
】
〔
）
ヘ
3
4

4

｝
い
｛
一

ι
…

J
V
C
万

二
Z
J
U
）

」
～
れ
作
山
戸
山
叶
〕
｛
叶
凶

い
れ
い
山
門
↓
明
日
同
じ
て
（
）
（
】
2JVいじ

当

士

一

L
日

五

二

ま

と

「

灯

、

＝

E

2

判
決
L

表
記
寸
匂

～ヘ九

hw丹

G
吋
己
認
C

r
h
b
R

日
己
目
ヶ

2
一
足
、
ど
ど
U
3
β
p
w沼
町

時

ぬ

φ
】

A
V弓
吋
示
、
シ
吋
hkb町
、
き
た
《
Jrwhnミヨ

H

Qに
4
4
r
w吋
辺
、
へ
》
も
と
え
之
、
hNhAQお
た
～

h
h
n
ι
f
J
λ
）
工
／
冗

r

f
咋
ん
？

J
L
1
0

に
い
日
叫
ん
山
（

τ主「
じ

い
叶
♂
）
｛
〕
日
仏
あ
「
小
吋
ヘ
H
3
5
戸、

『
一
九
い
刊
日
斗
い
件
、
山

山V
Z
｛〕

M
W

］
民
）
（
］
2
2
吋）

い
ま
〔
一
五

ζ
）

二

三

ぶ

河

市

下

什

t

つ
い
て
刻
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